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日光インカレに向けて～インカレロング入賞のエースに聞く～

今年もインカレの季節がやってきた。３月の春インカレはおなじみ日光インカレ。テレインは「行川」エリア。
1995年秋のインカレショート以来、実に約15年ぶりの開催となる。
今年の春インカレはショートインカレの流れを汲んで行われてきた予選・決勝方式をやめ、各地区の厳し
い予選を勝ち抜いたトップ選手による一本勝負。またコースもミドルの名前のとおり、国際基準に合わせてウ
イニング40分の争いとなる。またリレーも２走の距離が短くなり、チームとしての戦略性が問われる。
われらが愛好会は今年は残念ながら女子はチームが組めず、特別に新潟大学との混成チームとなる。し
かし新潟大の選手はミドルシード選手、ロング準優勝の山本選手もいるので、上位が期待される。男子はも
ちろん出場。ミドルシード選手の神谷選手を軸にして、昨年５番目にフィニッシュしながら無念の失格に終
わった昨年の雪辱を果たせるか。期待したい。
11月に矢板で開催されたインカレロングで選手権クラス入賞を果たした神谷選手と山本選手にロングの
レースについてと春インカレに向けた抱負を聞いた。日光インカレは2010年3月12日から開幕。

山本 紗穏里さん（物理07年入学，インカレロング準優勝）

ロングは走れ走れだったので落ち着いてよいレースができました。
ミドルはミドルセレクションに通れず、残念ながらＢ選手権（従来のＢファイナル）に
なってしまいますが、同じコースである選手権クラス（従来のＡファイナル）の入賞タイ
ムを上回れるタイムを出したいです。
ぜひ応援お願いします！

神谷 泰介さん（生物資源06年入学，インカレロング6位）
矢板でおこなわれたインカレロングで6位という成績でした。前回のインカ
レミドルで不甲斐ない成績を残してしまい、なかなかモチベーションが上が
らなかったのですが、いろいろな方から応援の言葉をいただき、学生最後
の年ということもあり、再度自分のやる気を奮い立たせて準備をしていたの
を覚えています。
レースの内容としては、トップスタート、さらには開会式での選手宣誓など
当日の朝は忙しかったのですが、不思議とこれまでのインカレで最も落ち
着いてスタートできました。これまでのレースでは前走者の姿を多少気にし
てしまうところがあったのですが、今回はトップスタートということもあり、自
分のレースに集中し、自分の力が出せたと思います。
初めてのインカレ入賞となりましたが、決して満足できる順位ではないと
思います。これからミドル・リレーとシード選手として走るので、さらに高い順
位を狙っていきたいと思います。熱い応援をよろしくお願いします！

インカレロング結果
2009年11月22日（日）「前高原」（栃木県矢板市）

男子選手権
1 小林 遼 （東京３） 1:19:12
2 岡本 将志（早稲田３） 1:22:04
3 林 真一 （名古屋４） 1:22:19
6 神谷 泰介（筑波４） 1:24:23 

女子選手権
1 高野 美春 （十文字３） 1:01:53 
2 山本紗穏里（筑波３） 1:08:06
3 田村 蓉子 （東工２） 1:08:16
9  常住 紗織（筑波４） 1:16:22 

男子トップスタートとなった神谷選手はそのま
まトップゴール。レース後半までずっとトップに立
ち続ける好結果で念願の入賞を果たした。
女子では山本選手が快走。終盤は優勝した高
野選手（オールドファンにはおなじみの元日本
代表高野由紀さんの娘さん！）と競り合う展開と
なり惜しくも準優勝。
ロング（クラシック）で愛好会から男女入賞者を
出したのは2000年3月の日光インカレ以来ほぼ
10年ぶりの快挙。



バンクーバー五輪の興奮が冷めやらぬ今日この頃ですが、昨夏のオリエンテーリング世界戦に日本代表として出場
した愛好会出身選手からもメッセージが届きました。スキーＯが冬季アジア大会の正式種目に採用されるなど、オリエ
ンテーリングのメジャースポーツ化が少しずつ進んでいます。ゆくゆくはオリンピック選手も輩出できる日が来るのでは
ないでしょうか!?2010年5月のGWの連休中には岐阜県・愛知県でアジア選手権も開催されます。愛好会出身選手の
益々の活躍を期待しましょう。
夏前に応募した遠征援助金には武藤拓王さん、大平洋介さん、加曽利正典さん、賀口大輔さんから合計10万円
のご支援をいただきました。ありがとうございました。

多田宗弘（情報93年入学，MTB-O代表，多摩OL所属）

２００９年８月にイスラエルで開催された、第７回マウンテンバイクオリエンテーリング世界選手権
大会（以下、MTB-WOC）に日本代表として出場しました。今回で３度目の挑戦です。
（大会ホームページはこちら：http://www.nivut.org.il/mtbo/default.aspx）
３度目の挑戦となった今回は、
ロング予選 通過 / ミドル ２０位台 / スプリント ２０位台
リレー ビリ回避 / ロング決勝 （出れれば）３０位台

を目指し、それに向けた準備をしました。
ただ、どれを特に重視したかと言われると「ロング予選」でした。というのも、２００８年度（ポーラ
ンド）で、日本人男子初の予選通過を果たしてはいるのですが、いわく付きの内容（通過ライン
を超えられなかったが、予選レーンに偏り→救済措置で決勝に進めた）だったので、「今回は
堂々と予選通過してやる」と決意してました。
その想いが通じたのか、予選はボーダー２０位に対し、１８位で通過、決勝は目標には届かな
かったものの、６０人中４６位でフィニッシュできました。男子では過去最高順位です。
反面、ミドル、スプリント、リレーは反省点ばかりの内容になってしまいました。ただ、日本のレ
ベル・自分の実力を考えると、全クラスで結果を求めるのは難しい気がします。
２０１０年はポルトガルでの開催です。３年連続の決勝進出目指してがんばりますので、引き
続き応援よろしくお願いします。
余談） 大会の公式ＤＶＤのジャケット（映像ではなく、表紙）に、ミドルにてラスポに向かう自分
が入ってました。名誉なことです。

昨夏の世界戦 みんながんばってます！

渡辺円香（比文94年入学，WOC代表，ES関東C所属）

今回はミドル競技に出場しました。
ハンガリーの森は日本で行うオリエンテーリングとさほど変化はなく感じたものの、無念ながら本番
となると心と技術が対応できなくなってしまいました。
とはいえ、予選通過はまったくの夢物語ではないと感じてます。
皆様には相変わらずの温かいご支援ご声援を賜り、大変感謝しております。ありがとうございまし
た。今夏はユニバーで行った思い出のノルウェーでの開催ですので、気持新たに精進しています。

小泉成行（自然98年入学，ワールドゲームズ代表，ときわ走林会所属）

４年に１度のもう１つのスポーツ祭典のワールドゲームズ（台湾）に参加してきました。今回はスプ
リント、ミドル、リレーに出場したのですが、ミドルではケガをしてしまい国際レースで初めての棄権
をし、リレーもなんとか完走はしたものの不甲斐ない結果になってしまいました。
一昨年ずっと目指していた世界選手権に一区切りをつけた後、参加枠があったことから出てみ
ようかと思ったワールドゲームズですが、そんな気持ちで出場してしまったことを恥ずかしく思いま
す。
やはり世界大会の、日の丸をつけて臨む本番レースではしっかりと鍛錬し、集中力を高めて臨ま
ないといけないものです。一瞬のミスも許容せず、スピードを落としたいという誘惑にも負けず、で
きるすべてのことを発揮してこその日本代表です。今回の自分に参加する資格があったのだろう
かと、半年以上経ってバンクーバーで戦うオリンピック選手たちを観て思いました。
今の愛好会は人数は少ないとはいえ、神谷や山本など才能ある選手がいます。彼らにはどんど
ん世界の舞台に挑戦し、なによりその舞台にたどり着くまでのプロセスにおいて人間として成長し
てもらいたいと願っています。
私も、もう一度針の穴を通すようなナビゲーション技術を高めて、世界で戦える資格を得られるよ
うに、鍛え直します。



OB杯
01位 東大OB-A 林-加藤-鹿島田
02位 筑波＋図情OG-A

佐々木（99年）-高橋(03年図情）-小泉（98年）
03位 東北大（学生） 三森-戸田-大橋
12位 筑波＋図情OG-C

多田（93年）-武藤(84年）-小暮（94年）
34位 筑波＋図情OG-B

青山（04年）-多田野(01年）-大杉（04年）

OG杯
１位 筑波＋図情OG

志村（93年図情）-稲葉（04年）-渡辺（94年）
２位 TAKO62-A 金子-清水-三好
３位 東北大（学生） 大沼-佐野-水野

写真は優勝したOGチームのウイニングラン。左から３走渡辺さん（94年）、１走志村さん（93年図情）、２走稲葉さん（04年）。

2009年8月7,8日に栃木県で開催された愛好会夏合宿で恒例の筑波杯・常陸野杯が開催されました。
筑波杯は秋のロングでも入賞を果たした４年生の神谷さんと３年生の山本さんが制し、エースの意地を示しました。
神谷さんは２年連続の優勝です。
10回目を迎えた常陸野杯は卒業間もない2004年度入学チームが1-2フィニッシュの圧勝。82年入学の宮本さんご
夫妻がご一家で参加されるなど新たな楽しみ方をされています。みなさんも落ち着いて参加できる常陸野杯に家族
でご参加されてみてはいかがでしょうか！

筑波杯ME
1 神谷 泰介※ 1:06:28
2 青山 弘毅 1:13:45
3 稲葉 茜 1:19:33
4 石松 純※ 1:23:45
5 千葉 妙 1:30:37
6 下嶋 健太※ 1:33:04
7 大杉 祥二 1:40:45
8 日暮 一太※ 1:45:22
- 小倉 幹弘 P11
- 池田 昌司※ DNF

筑波杯WE
1 山本 紗穏里※ 1:15:11
2 常住 紗織 ※ 1:22:55
3 坂岡 由里江 1:37:33

筑波杯F
1 小川 航平※ 1:10;44
2 萩原 睦人※ 1:13:34

（※は現役）

2010年2月に栃木県矢板市で開催された恒例の関東リレーOB・OG杯で、筑波大＋図情大として出場、OGチーム
は優勝、OBチームは準優勝しました。またOBチームは３チーム出場と久しぶりに盛り上がりました。今年は春インカレ
に合わせて２走が短めのコースになるなど新たな要素もありました。来年もぜひまた大勢で集まって楽しめることを願
うばかりです。

夏合宿 筑波杯 男女ともエースが制する

関東リレー 図情と合同チームでOG杯優勝、OB杯２位

常陸野杯



2009年度 OB・OG総会 議事録

35周年記念事業 記念誌と記念パーティー

編集後記

筑波大学オリエンテーリング愛好会に参加した人たちの会
こむこむオンライン http://www.orienteering.com/~comcom

〒270-0164 千葉県流山市流山5-2-301 小泉成行気付
電話：04-7150-1844（留守電あり） E-MAIL：comcom.tsukuba@gmail.com

2009年11月22日（日）に栃木県矢板市で開催された2009年度インカレロングの会場にて2009年度OB・OG会総
会を開催しました。事務局の坂本さん（01年自然）の後任として坂岡由里江さん（04年生物資源）が新役員となり
ました。坂本さん、お疲れ様でした。坂岡さん、よろしくお願いします。その他詳細はこむこむオンラインの「議事
録」をご覧ください。

記
日時：2010年11月22日（日）
会場：栃木県矢板市 矢板総合運動公園
議題：2008年度 決算報告、2009年度 予算承認

以上

2010年、愛好会はめでたく35周年を迎えます。これを記念して25周年記念以来10年ぶりとなる記念誌・記念パーティー
事業を実施することとなりました。
１つは35周年記念誌の発行です。25周年記念誌は多くの方のご協力を得て、今なお貴重な資料として利用されていま
すが、それから10年分の追加データに加え、つくばエクスプレス開通、学群再編など大きな変化を迎えた筑波大学や愛
好会のいろんな情報を掲載予定です。実行委員長には常住さん（06年入学）、さらに武藤さん（84年入学）、山本さん（07
年入学）ほかOBOG会役員が実行委員として編纂にあたります。
もう１つは35周年記念パーティー。こちらは秋頃に開催を予定しています。幅広い人材を輩出している愛好会ですがより
広い人のつながりを作れる機会を用意したいと思います。懐かしい出会い、新しい出会いから新たな歴史を生まれること
を期待しています。実行委員長に伊東さん（03年入学）にお願いし、太平さん（90年入学）、渡辺さん（94年入学）、ＯＢＯ
Ｇ会役員が実行委員を務めます（もう１人、若手OBOGを追加予定）。
奇しくも筑波大大会の実行委員長として活躍した２人の女性のもと準備を進めています。詳細が決まりしだい、愛好会
ＭＬやこむこむオンラインを通じて随時お知らせしますので、ぜひご購入・ご参加くださいますようお願い申し上げます。

OB・ＯＧ会 賛同金募集
OB会の活動は賛同金の収入により支えられております。当OB会の活動に賛同くださる方は，賛同金（年：1,000円）へぜひご応
募ください。
賛同金は下記郵便振替・銀行口座へお振込みいただくか、または大会会場等で役員に直接お支払いください。
なお大変恐縮ですが、振込手数料はご負担いただけますようお願い申し上げます。

またお手数をおかけいたしますが、お振込み後 下記事務局までご連絡いただけますと助かります。

① ゆうちょ銀行：口座番号：００１３０－４－１１２７９４ 加入者名：筑波大ＯＢ愛好会
② 常陽銀行：研究学園都市支店（店番104） 普通 1929141 口座名：小泉 成行（コイズミ シゲユキ）

※ 夫婦会員は原則1名分での賛同金受付となります。

愛好会は大ピンチです。インカレリレーは女子が新潟大学との混成チームで出場します。単独での連続出場記録が途絶えて
しまいました。出場する選手たちにはどんな形でも全力でがんばってもらいたいですが、OBOGとしては寂しさを感じざるを得ま
せん。私たちができることってないのでしょうか？私は35周年記念事業と通じて、OBOGがもっているノウハウや経験を彼らに伝
え、役立ててもらうことができればと思っています。結局、この世は人のキズナで成り立っているのですから。それってこの会の存
在意義そのものではないでしょうか。

世話人代表：小泉

常住さん（記念誌実行委員長）→

←伊東さん（記念パーティー実行委員長）


